
青森県三八地区水道事業広域連携
推進任意協議会について

令 和 4 年 7 月 5 日
八戸圏域水道企業団
経 営 審 議 会

資料２



説明内容
1.これまでの取組

・北奥羽地区水道事業協議会

・更なる広域連携に関する勉強会

・青森県・岩手県の動き

2.任意協議会

・設立の背景

・第1回会議

・検討体制

・スケジュール
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１）施設老朽化

(耐震化・更新

費用)

２）技術の継承

問題・専門

職員不足

(職員の大量

退職、短期異

動等)

３）地域間格差

による経済

の低迷

(財源確保)

４）給水収益の

減少

(人口減少・

節水意識等)

５）災害時の

対応

これらの課題を互いに共有する青森県南、岩手県北に位置する各
水道事業体が一同に会し、連帯と親睦を図るとともに相互の調査
研究を通して課題の解決策を探ることとした。

ますます厳しくなってきており、今後もその傾向が続くことが予想される。

住民の期待に応えるためには・・・・・

1.これまでの取組
北奥羽地区水道事業協議会
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1.これまでの取組
北奥羽地区水道事業協議会

設立総会
(平成20年1月9日)
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第15回総会
(令和4年4月18日)

1.これまでの取組
北奥羽地区水道事業協議会

防災訓練
(令和2年11月10日) 5

施設見学会(葛巻町)
(平成24年9月7日)

研修会(減圧弁)
(平成23年8月24日)



これまでは、職員研修の共同化、災害時の応

援、施設見学会による情報共有を図ってきた。

将来の広域化（広域連携）のロードマップ

となる方向性を検討

八戸圏域水道企業団が中心となり、協議会の

構成団体参画のもと「八戸圏域周辺地域にお

ける新たな広域的水道基本調査」を平成25年

度に行った。

懇話会（H26.5.30）

1.これまでの取組
将来の広域連携の検討
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【圏域別人口推移】

※ 出典：八戸圏域周辺地域における新たな広域的水道基本調査報告書（以降同じ）

※ データはH23年度末時点での水道統計やアンケートに基づく（以降同じ）

1.これまでの取組
「新たな広域的水道基本調査」の主な結果

R3

R3
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R3余裕量＋9,797

R13余裕量＋25,291
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R13余裕量＋24,143

R3余裕量＋7,131

R13余裕量＋11,228

R13余裕量＋9,034
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1.これまでの取組
「新たな広域的水道基本調査」の主な結果

【水需要動向】

(R3)

(R13)
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【事業体別職員数】
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※ データはH23年度末時点での水道統計やアンケートに基づく（以降同じ）

1.これまでの取組
「新たな広域的水道基本調査」の主な結果
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【保守点検の委託状況】
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1.これまでの取組
「新たな広域的水道基本調査」の主な結果
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1.これまでの取組
「更なる広域連携に関する勉強会」

(令和３年７月３０日)
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平成28年10月 青森県水道事業広域連携推進会議

令和2年度 青森県広域化推進プラン作成開始
岩手県広域化推進プラン作成開始

令和4年度 広域化推進プラン完成予定

1.これまでの取組
青森県・岩手県の動き
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水道事業を取り巻く経営環境は、急速な人口減少

や、施設・管路の老朽化等に伴い、急速に厳しさを増

している。こうした中、住民生活に必要なライフライ

ンとしての水道事業を確保するため、中長期的な見通

しに基づき急速に経営基盤の強化をすすめる必要があ

る。

2.任意協議会
設立の背景
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総務省及び厚生労働省では、市町村等で実施している水道事業

について、市町村の区域を超えた広域化を推進している。それに

基づき、青森県において令和4年度末までに「水道広域化プラン」

を策定することとし現在、策定作業を進めている。

水道事業体によっては、単独経営での持続が困難の状況が陥る

おそれがあり、重要性緊急性の高い喫緊の課題であるという、三

八地区の水道事業体の共通認識から、早急に広域連携に関する検

討が必要である。

2.任意協議会
設立の背景
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日 時：令和4年5月18日（水)
開催場所：八戸グランドホテル
出席者(22名)

厚生労働省医薬・生活衛生課 水道課長 名倉良雄様

総務省自治財政局 公営企業経営室長 橋本勝二様

青森県総務部 次長 豊島信幸様、市町村課長 星康二郎様

健康福祉部 部長 永田翔様、保健衛生課 総括主幹 中川原悦基様

企業長、三戸副町長、五戸町長、田子町長、新郷村長

企業団（副企業長、事務局長、事務局次長）

担当課長（三戸町、五戸町、田子町、新郷村）

事務局

2.任意協議会
第1回会議
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2.任意協議会
第1回会議
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五戸町

新郷村

田子町

三戸町

八戸圏域水道企業団

・八戸圏域水道企業団（上水道）

・三戸町(簡易水道）

・五戸町(簡易水道)

・田子町(上水道）

・新郷村(簡易水道）

2.任意協議会
検討体制
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任意協議会

検討部会

管理経営部門 技術部門

分科会

企業長、三戸町長、五戸町長
田子町長、新郷村長

担当課長

2.任意協議会
検討体制
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年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月

国
（総務省、厚労省）

任意協議
会出席

青森県
任意協議
会出席

各事業体

任意協議会 第1回
設立

第2回
中間報告

第3回
基本合意

検討部会
（担当課長）

分科会
（管理経営部門、

技術部門）

交付金要望

現状分析
各水道事業の課題把握

最終調整目標設定
広域連携実現可能性等協議

交付金手続

法的手続

推進プラン協議・調整、策定・公表 水道基盤強化計画の検討・協議・必要に応じて計画を策定

住民アンケート

議会等への説明 住民・議会等への説明

報告

2.任意協議会
スケジュール
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A町区域の
水道事業

B町区域の
水道事業

検討する広域連携の類型
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事業統合 経営の一体化

A町水道事業 B町水道事業

C企業団水道事業

C企業団

A町水道事業 B町水道事業



検討する広域連携の類型
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施設の共同化 管理の一体化

A町水道事業 B町水道事業

X浄水場 Y浄水場

A町水道事業 B町水道事業

X浄水場 Y浄水場

Z浄水場

A町水道事業 B町水道事業

A町水道事業 B町水道事業

C法人

事務の共同委託


